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特別企画　座談会

福井：神戸いのちの電話は、1981年の開局に向け、

当時神戸YMCA総主事の今井鎮雄さんの強力な

リーダーシップのもと、その思いに賛同した皆

さんの力で誕生し、今年で44年になります。震

災から30年、また被爆・終戦から80年という、

本当に大きな節目の今年、神戸いのちの電話と

してどんなふうに歩んできたのか、新しい相談

員さんとも共有できたら。さらに、記録として、

そして記憶として今日この時間、皆さんに少し

思い起こしていただきたいと考えました。震災

当時に、訓練委員だった戸田先生、相談員の会

の会長であったAさん、また本多先生にはその頃

のご活動などをお伺いしたいと思います。1995

年１月17日阪神・淡路大震災、神戸いのちの電

話の活動は14年目でした。ご自身やご家族、地

域のこともいろいろあったと思います。

Ａ　：１月17日５時46分に大きな地震があり、そ

の瞬間のショックがあったのは確かですが、地

域とか全体としてどれぐらいの出来事なのかと

いうのはわからなかったです。それがだんだん

テレビなどで、神戸や阪神間、大変なことになっ

ている、すごい火事だとかがわかってきました。

神戸いのちの電話の活動のことで何かの連絡が

来たとか全然何もなく、もう街全体が完全に止

まっているとわかりました。いのちの電話の活

動も自動的に休止状態に追い込まれたというこ

とです。

福井：そんな中で初めて連絡を取ったのは？ 

Ａ　：個人的に誰かにとか、本部に連絡すること

はなかったですね。当時の荒木潔事務局長がの

ちに書かれた記録を見ると、ご自宅は全壊し、

２日か３日後に初めて事務局に歩いて行ってみ

たとあります。

●２月13日相談電話は再開した
Ａ　：電話相談を再開したのが２月13日。１月30

日付けで相談員向けに私の自宅から、訓練委員

長・事務局長・相談員の会会長の私の名で手紙

を出しました。この後、２月８日、２月21日、

４月27日付けの計４通の中で、まず安否確認、

再開への手順、当番表を作成するために返信し

てもらいました。その手紙で、３月４日「相談

員再会の集い」、４月１日萬代慎逸先生の講演会

「災害によるストレス後遺症のお話」、５月17日

「1994年度相談員の会総会と偲ぶ会」をお知ら

せしました。（註１）

福井：当時のセンターは西神戸YMCA内でしたね。

Ａ　：神戸市長田区の西代にありました。まわり

はほとんど倒壊していましたが、この建物は何

とか無事でした。１月29日に電気が通じ、電話

は受信のみできるとわかりました。事務所の片

付けに何度か通いました。震災からわずかひと

月足らずの２月13日に電話相談は再開できまし

た。時間帯は２つで、合計５時間。電話機は４

台ありました。震災当時の在籍は175人でした

が、２月は58人が受け、受信は247件と記録に

あります。まだ交通機関は寸断されていますか

ら、途中は歩いて来たりしていました。相談時

間は２月と３月はそのままで、４月から前後30

分ずつ増えて、合計６時間になりました。その

後は徐々に、ですね。

●活動の両輪である研修は10月から
福井：私たちの活動は、電話相談と研修の両輪で

当初から成り立っていました。戸田先生は、当

時は訓練委員（註２）という名称でしたが、その

お立場でどんなことを覚えておられますか？

1995.1.17阪神・淡路大震災から30年
	 神戸いのちの電話の今につなぐ

神戸いのちの電話は今年で開局44年になります。30年前には阪神・淡路大震災も
経験しています。その当時の手探りの活動、そしてそれが今の活動にどうつながっ
ているのか。座談会を通してお話しいただきました。
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戸田：私は直後のいのちの電話の記憶がはっきり

しないのです。全体研修と継続研修の再開は10

月からですが研修を受けないまま電話を取るこ

とになるからと、自由参加の研修は６、７、９月

に各１回あったようです。私はそれより少し前

に、グループで分かち合いというか、それぞれ

安否確認をしながら話をする集まりを持ちまし

た。記録によると３月４日に今井皖弌先生と藤

江幸雄先生が自由な話し合いの会をされていま

す。出て来られる方が集まって、皆さんの状況

を話し合う、分かち合う会は他にもあり、私も

その中のどこかには出ている

と思います。記録によると、「心

のいやしとおしゃべりの会」、

「自由参加の研修会」と。とに

かく出会って、ああ大丈夫だっ

たというような話から始まり

ました。

福井：そうですよね。相談員さん自身も被災して、

自分のケアも含めてそういった会があったとい

うことですね。本多先生は当時どういった状況

でしたか。

●『心の傷を癒すということ』の現場で
本多：私はまだ神戸いのちの電話にはかかわって

いません。その時は臨床心理士としてどう動く

かということだったと思います。しかし、私も

すぐには職場に行けず、１週間ほど経ってその

当時所属していた神戸大学病院に行きました。

そこは中井久夫先生が教授で、『心の傷を癒やす

ということ』というドラマにもなった現場です。

安克昌先生を中心に、病院の病棟を事務局のよ

うにして、医師や看護師のチームを避難所に派

遣する活動がすぐ始まったように記憶していま

す。全国から精神科医がボランティアで集まり

ました。私たち臨床心理士は、それまでは、室

内で相談に来られた方と対面してご相談を受け

ることが主な仕事でしたので、外に出て行くと

いう経験は非常に少なかった。何をしたらいい

のか皆わからなかったと思い

ます。だから、まず複数で避

難所に行って、ともかくお話

をするということから始めよ

うとしました。また、心理学

関係の大学院生たちは、子ど

もたちのための活動を始めて

いました。

福井：避難所では多くの人がいて子どもたちはやっ

ぱり体を動かしたくてざわざわしている。そん

な中、いのちの電話に静かなところからかけら

れるわけでもなく、今のように携帯電話もあり

ませんし、避難所には電話はあったのでしょう

か。

●電話という通信手段の復旧
Ａ　：どの段階かはわかりませんが、公衆電話が

ずらっと並んでいる光景は、ニュースなどで見

ました。

本多：私もテレビですが、テーブルを並べ、その

上に電話を並べて、どなたでもかけてください

とNTTが、避難所に設置しているのを見たこと

がありますね。

戸田：神戸市役所では早くから結構並んでいまし

た。ただやっぱりかけたい人が多いから、無事

だというような連絡のための電話だったと思い

ます。そんな中でいのちの電話にどうかけられ

るのかなと思いました。

福井：電話連絡は、まずは自分の安否。なかなか

すぐには通じなかったのですが、そうやってやっ

ぱり誰かとつながると安心がありますね。

●臨床心理士ってなに？　腕章も賛否両論
福井：被災というのは、ご自身の体もそうですけ

れども、自宅であったり、また職場であったり、

戸田みな子
1991年より神戸いの
ちの電話訓練委員、
現研修委員

本多雅子
2006年より神戸いの
ちの電話訓練委員、
現研修委員

註１　被災により相談員３名と、OB（先代の相談員の会会長）の方が亡くなられた。
註２　�1995年当時の訓練委員（敬称略）　今井皖弌委員長、W.エルダー、白石大介、林信男、藤江幸雄、戸田みな子、萬代慎逸、羽下大信、

中西龍一、池谷允男、今井章子、高木忠彦
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それぞれにいろんな場面があります。戸田先生、

本多先生の仕事である心理臨床の場面では、以

前なら室内で待っていたものが、避難所、仮設

などに自分たちも出かけて行ってという中で、

何か今までと違って見えてきたものがありまし

たか。

戸田：私は、東灘区と灘区で、３人ずつで回りま

したが、最初は「何しに来たんだ」みたいなこ

とがありました。それで確か、「臨床心理士会」

という腕章を着けていたのですが、外の者とい

うか、けげんな顔をされてなかなか話に入れな

かった記憶はありますね。子どもたちも外では

あまり遊んでいなくて、運動場には車やテント

があり、そういう中でどうしようと戸惑ったの

を覚えています。避難所の責任者の方に話すと、

「どうぞ」とは言われますが、実際は、食べる物、

寒さをどうしのぐかが先で、それどころではな

いのです。

本多：腕章を着けて行くというのは賛否両論でし

たね。「そんなん要らん、あんた誰なんって聞か

れたら臨床心理士ですって言えばいいんじゃな

い」とか。

戸田：臨床心理士って何だろうということが最初

だったと思います。私は、長田区の避難所になっ

ている小学校でも、先ほど本多先生が言われた

ような、大学院生たちと子どもの遊び場を作り

ました。そこに子どもたちが来て、段ボールで

お家を作ったり壊したり、走り回ったり、ここ

だったら何してもいいよということになると、

私のような大人ではなく院生たちに物を投げた

り蹴ったり、……家族を亡くされたり、傷つい

た子どもたちの、どこにも持っていきようのな

い気持ちをぶつけられたかなと思います。

本多：皆、そこにどうやって溶け込もうかと。１

回行って、「私、話聞く人間ですから話をしてく

ださい」というのは、とてもとても。やっぱり

継続して来てくれて、手伝ってくれて顔なじみ

になっていく、まあそれが信頼なんでしょうね。

そういうものが出てきた時に初めて、自分のこ

とを少し話してくれるのだと思います。

●教職員も疲弊していた
本多：ある学校の校長先生から、「教職員が疲弊し

ている。授業を始めたいけど始められない、避

難所から出ていってくださいとも言えないし、

保護者からもいろいろ言われるし、どうしたも

のか」と相談されました。先生たちも余裕がな

くて、子どもが暴れていたらつい叱ってしまう

とか……。それで私は、その辺をウロウロして、

５分10分の立ち話をすることで、たまっている

ものが少し軽くなるというか。あそこにいた人

誰やろうというぐらいの存在だったとしても、

何となくそこにいて、わりにいつもいて、声を

かけてくれて、つい話してしまうという。臨床

心理士で出会うという形ではなくて、わからな

いままでも、あの人誰やったんやろうというこ

とでも別に構わないのではないか。そういう隙

間で動くというのも、私たちの一つの活動なん

じゃないか。支援なのではないか。この阪神・

淡路大震災の時に多くの人が、特にこの阪神間

の人は気が付いたのではないかと思います。今

から思うとあれもやりこれもやりしたけれども、

臨床心理士で何が良かったのかというようなこ

とはなかなか結論は出ないですが、そこで培っ

たものがその後に起こった東日本大震災などの

援助活動の基礎になったということはすごく実

感として持っています。

●何かを誰かにしゃべりたい
福井：継続して行き続ける、通い続ける。そこの

中で信頼関係が生まれてくるのですね。神戸い

のちの電話もその当時、10年を超える活動をし

ていて、少しずつ地域に認知されていました。

震災後すぐに活動が始まったことの背景には、

相談者さんがいたということになると思うので

すが。実際にはどんな内容の電話でしたか。２

月13日だったらまだ１カ月経っていませんが、

何かを誰かにしゃべりたくてかかってきている
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のですね。

Ａ　：荒木事務局長の記録によると、４分の１ぐ

らいしか震災絡みの話はなかったようです。電

話をかけない人も含めて、全体の中の、ある層

の人がかけてくる、その中のまた４分の１しか、

そのことをしゃべってみようと思わないという

ことです。「こんな被害があった」「こんな悲し

いことがあった」といのちの電話で話すことだ

けが、またそれを聞くことだけが我々いのちの

電話の役割ではないと、後から感じるようにな

りましたね。

福井：続けるということは、続けていくことの中

で生まれていくのですね。これって相談員と、

相談者のお互いのつながりの中で、いのちの電

話の活動が、震災後も始まっていったという感

じですかね。

Ａ　：NTTはこの時、被災地周辺の６つのいのち

の電話を、避難所がなくなるまでフリーダイヤ

ルにしてくれました。

福井：阪神・淡路大震災は、通信手段の大切さが

わかったという出来事でもありますね。その後、

2001年に、日本いのちの電話連盟が全国でのフ

リーダイヤルというかたちで「自殺予防いのち

の電話」を始めました。

Ａ　：いのちの電話は、当時は今よりももっと地

方色が強かったと思うので、そういう意味で、

神戸の人に対する神戸いのちの電話の存在感が

あったと思います。現在のフリーダイヤルは、

全国のどこからかかってきて、どのセンターに

つながるかわからないシステムなので、それと

はちょっと空気は違うと思います。

●つながるということの意味
戸田：つながるということの意味ですね。「あ、か

かった」という、「神戸もやってるんだね」とい

うのが安心だったのかなと、ちょっと想像しま

す。

Ａ　：いのちの電話も始まったんやな、再開した

んやなというね。

戸田：話の中身もですが、生身の人とのつながり

が戻ってきたということ。

福井：今、全国に50センター余のいのちの電話が

ありますが、当時、「応援に行きましょうか」と

いうような連絡や、国内外のセンターからお見

舞いのメッセージもたくさんあったと聞いてい

ます。義援金もいただきました。電話がつなが

るということはすごく大事なことなのですね。

つながりの中で私たちは活動できてきたんだな

と、あらためて思っています。のちに、この年

は「ボランティア元年」と言われるようになり

ますね。
�（誌面の都合により広報委員会にて編集しています。）

座談会の様子
写真左から、A 相談員（当時の相談員の会会長）、本多、福井康代（司会進行・神戸
いのちの電話事務局長）、戸田
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役員より

・突発性難聴になって、なかなかよくならず、近所の病院では治療を終えられてしまっ

た。家族にも、左右のきこえのバランスの悪さ、ずっと頭の中で音が響いてうるさく

感じることなど理解してもらえない。大きな病院に行って「辛さも不便さもわかりま

す。わたしも経験しました」と医師に言ってもらった時。

� ありがとうございました。

あなたがもらった温かい言葉 ～ 88号読者アンケートから～ 89号読者アンケートに
ご協力ください

理事長を拝命して

社会福祉法人神戸いのちの電話理事長 井出　浩

この6月から、社会福祉法人神戸いのちの電話の

理事長を拝命いたしました。

私が神戸いのちの電話に関わって25年になり

ます。阪神淡路大震災の被害を乗り越え、社会福

祉法人として活動を始めた時期に当たります。そ

の後も東日本大震災やコロナ感染症の蔓延など、

さまざまな出来事が起きました。このような歴史

の中で、電話を受けてこられた相談員や運営に携

わってこられた事務局、そしてさまざまな形で活

動を支援してくださる多くの皆様、いのちの電話

の活動を支えるため尽力してこられた山口徹元理

事長、水野雄二前理事長のお働きに感謝するとと

もに、これまで培われてきた活動を乱さず、より

充実したものとなる事を思い、身の引き締まる思

いです。

わが国の自死に対する取り組みを見ると、1998

年に32,863人（前年の約1.35倍）となったことか

ら政府の積極的な取り組みがはじまり、2006年

にようやく自殺対策基本法が制定されています。

振り返ってみれば、わが国のいのちの電話の活動

は、1971年に東京で開局され、神戸は1981年に

開局しました。私たちの活動は広くその成果をア

ピールできるものではありませんが、国が本腰を

入れて取り組む前から地道に続けてきた、人の尊

厳にかかわる大切な活動です。その意識があれ

ばこそ、震災で電話を受ける場所が失われたとき

も、コロナで思うような活動ができなかった時期

も越えて、相談員の皆が活動を続ける強い思いを

持ち続けてきたものと思います。そして、24時間

365日を目指した活動が今も続いています。

理事長の立場からは、そうした思いを持って受

話器をとり耳を傾ける相談員をはじめ、支えてく

ださっているすべての皆様が、少しでも、孤独の

中にいて生きる気持ちを失いかけている人たちに

寄り添うという、いのちの電話の意義を感じてい

ただけるよう尽力したいと思っています。

文末になりますが、2004年から2015年までの

長きにわたり神戸いのちの電話の活動の意義をご

理解くださり、理事として活動を支えてくださっ

た下村俊子さん（神戸凮月堂元社長）が7月に亡く

なられました。県、市への文化的な貢献はここで

述べるまでもありませんが、いのちの電話の活動

に当たっても、さまざまな形でご貢献くださいま

した。このことを思い、ここに安らかな眠りを願い

たいと思います。
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高嶋酒類食品株式会社

安全運転・快適な車内空間を
ご提供いたします！

夜間・早朝も対応します（事前予約要）

東光碍子㈱は
神戸いのちの電話を応援しています

特別価格にて
販売いたします｡

０６-６５８４-４７７１
(平日9‒17)上野

サイエンス社製品正規販売店

サイエンス社正規販売店で購入ください｡

まずは、お電話でお問合せください｡

世代別　はじめてのミラブル、誕生

“爽”・“潤”も同時発売

44,880円（税込）のところ
特別価格にて販売します。

短期療法を学ぶ会神戸
ブリーフセラピー（短期療法）は、問題に直接さわる
ことなく、症状が出ている方と会わずとも、問題解
決が可能です。
様々な援助方法に適用でき、精神医療、保健福祉、
学校教育、ビジネス、組織マネジメントなど幅広い
領域・分野で用いられ、効果をあげています。

〒653-0825 神戸市長田区池田新町11-17
TEL（078）641-0231

https://www.murata-kk.com/

村田建設 株式会社

高嶋酒類食品株式会社

東光碍子㈱は
神戸いのちの電話を応援しています

安全運転・快適な車内空間を
ご提供いたします！

夜間・早朝も対応します（事前予約要）
介護タクシー

予約電話 090-3943-0110
山　本　常　雄

 ま　す　ら　お

丈 夫 か い
〒650-0001 神戸市中央区加納町2-7-11

電話 078‐241‐7201（代表） FAX 078‐241‐7479
https://www.kobeymca.org
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65年の信頼と実績

台所・お風呂(水廻り)のリフォームから
手すり・バリアフリー工事等の介護リフォームまで

ライフラインにお任せ下さい！
住まいの快適を環境に適した提案で実現いたします。

神戸市東灘区住吉南町3丁目2番23号
0120-26-4919
Tel.078-845-2171

株式会社ライフライン
大阪ガスサービスショップくらしプラス

安全運転・快適な車内空間を
ご提供いたします！

夜間・早朝も対応します（事前予約要）

予約電話 090-3943-0110

木 村 歯 科
〒651-0087 神戸市中央区御幸通8丁目1-6

神戸国際会館13Ｆ

☎078-251-1823

〒658-0001  神戸市東灘区森北町6-2-23
TEL 078-413-3130

https://www.konan-wu.ac.jp

福島神経科クリニック
精神科・心療内科・精神科デイケア

〒651-0097 神戸市中央区布引町1-1-25
TEL/FAX 078-242-7226

神戸市東灘区住吉南町3丁目2番23号
0120-26-4919
Tel.078-845-2171予約電話 090-3943-0110

〒650-0001 神戸市中央区加納町2-7-11
電話 078‐241‐7201（代表） FAX 078‐241‐7479

https://www.kobeymca.org
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安全運転・快適な車内空間を
ご提供いたします！

夜間・早朝も対応します（事前予約要）

東光碍子㈱は
神戸いのちの電話を応援しています

〒650-0001 神戸市中央区加納町2-7-11
電話 078‐241‐7201（代表） FAX 078‐241‐7479

https://www.kobeymca.org

みつかる。つながる。よくなっていく。
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神戸いのちの電話の活動を
ご支援ください。

一般寄付、賛助会費の振込先
ゆうちょ銀行振替口座　

００９５０－１－１８９６０９
社会福祉法人神戸いのちの電話

私たちは「孤独の中で苦しみ、こころの支えを失った人たちと
電話を通じて共にありたい、隣人として支えたい」という神戸いのちの電話の活動を支援します。
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事務局からのお知らせ

事務局日誌

2025
6/3	 連盟「難しい電話PT」
6/5	 統計入力担当者会
6/7	 公開講座④
6/10	 全体研修①
6/14	 公開講座⑤
6/17	 定時評議員会
	 第3回理事会
6/21	 公開講座⑥
6/19	 全体研修②
6/21	 全体研修③
	 連盟総会
6/26	 事務局会議
6/27	 第2回研修委員会
6/28	 公開講座⑦
7/3	 広報誌88号発送
7/5	 公開講座⑧
7/14	 相談員委員会
7/18	 第2回運営委員会
7/24	 養成講座①
7/27	 第1回連盟研修担当者会議
7/29	 第4回理事会
7/31	 養成講座②

8/2	 前理事長を囲む会
8/5	 統計入力担当者会
8/9	 養成一日講座③
8/21	 養成講座④
8/23	 西日本ブロック研修交流会
8/27	 第2回連盟研修担当者会議
8/28	 養成講座⑤
8/30-31　研修委員一泊研修
	 研修委員会
9/1	 事務局会議
9/4	 養成講座⑥
9/5	 第2回統計委員会
9/8	 相談員委員会
9/11	 連盟「難しい電話PT」
	 養成講座⑦
9/16	 第1回財務委員会
	 兵庫県自殺予防街頭キャンペーン
9/18	 養成講座⑧
9/19	 第2回広報委員会
9/23	 おいでやすカーニバル
9/25	 養成講座⑨
9/30	 企業訪問
10/1	 兵庫県いのち支える連携協議会

10/2	 事務局会議
	 養成講座⑩
10/3	 第3回運営委員会
10/7	 連盟事務局長会議
10/9	 電話当番の手引き改訂WT
10/9	 養成講座⑪
10/10	 第5回理事会
10/16	 養成講座⑫
10/17	 全体FD研修①
10/20	 相談員委員会
10/22	 全体FD研修②
	 第4回研修委員会
10/23	 養成講座⑬
10/25	 全体FD研修③
10/29	 第3回広報委員会
10/30	 養成講座⑭
11/6	 養成講座⑮
11/8	 賀川記念館マルシェ
11/13	 養成講座⑯
11/20	 養成講座⑰

（PT:プロジェクトチーム　WT:ワーキングチーム　FD:フリーダイヤル）

「ボランティア元年」とも言われる1995
年。阪神・淡路大震災の困難な状況下、

神戸いのちの電話の活動再開への過程。避難所などへ、出
向く援助に初めて挑まれた臨床心理士の皆さまの創意工
夫。当時のお話を伺い、最前線での経験を知りました。こ
の先にずっと繋げて行くことが大切だと深く心に刻みまし
た。� （A.H）

①映画「港に灯がともる」上映＆トーク　〈自殺防止対策事業〉
　日　時　2026年1月31日13：00 ～ 15：50（開場12：30）
　会　場　新開地アートひろば（阪神・阪急・山陽・神鉄「新開地駅」から徒歩5分
　参加費　500円（当日受付でお支払いください）
　定　員　150人　　
　申　込　ＱＲコードまたは電話で受付　　詳細はＨＰ新着情報から https://kobe-lifeline.org/news/

②2026年度連続公開講座を開催します
　5月16日（土）～ 7月4日（土）全8回いずれも、１０：００～１２：００
　この公開講座は、７月からスタートする「42期相談員養成講座」受講の応募要件にもなります。
　詳細はＨＰ「相談員の募集」をご覧ください。https://kobe-lifeline.org/recruit/

①�9月23日(火・祝)、神戸聖隷福祉事業団主催の第44回「おいでやすカー
ニバル」に今年もバザー出店し、多くのみなさんに生活雑貨や衣料品等
をお買い求めいただきました。また11月8日（土）には、「賀川記念館
マルシェ」にも初参加し、主に手作りの小物などを販売しました。

②�長年、神戸いのちの電話の理事長としてご尽力いただいた水野雄二さん
を囲んで「ありがとう水野さん」の会を8月2日（土）に開催しました。
これまでの活動を振り返る中で感謝の思いを深めた和やかな時間となり
ました。

◆募 集

◆活動報告


